
海で安全に楽しむために

りがんりゅう

『 離岸流 』あぶないポイント その１

うみ あんぜん たの

しうみ

一人で海に入らないで、大人と一緒に行きましょう。
いひとり うみ はい おとな いっしょ

児童用

第一管区海上保安本部 ・北海道

海岸
かいがん

海に色をつけて

見やすくしています。

うみ いろ

み

沖
おき

ながされちゃうよー！

海で泳ぐときは、監視員さんがいる『海水浴場』で泳ぎましょう。
うみ およ およかいすいよくじょうかんしいん

●海の安全情報はこちら

海上保安庁ウォーターセーフティガイド

下の写真の矢印のように、海岸から沖に向かう流れを「離岸流」と

いいます。目に見えないとても速い流れで、あっという間に遠くに

流されてしまいます。

しゃしん やじるし おき なが りがんりゅう

はや

した

め なが ま とお

なが

むかいがん

海の中は、とつぜん深くなって 足がつかなくなることがあります。

ほかにも、とつぜん大きな波がくるなど、目に見えない危険がいっぱい

あります。

うみ なか ふか あし

おお なみ め きけんみ

波が高いときや、ぐあいが悪いときは泳ぐのをやめましょう。
なみ たか わる およ

海水浴場情報

●海水浴場一覧はこちら

危機対策課・スポーツ振興課

海のあぶないところを知ろう！

あぶないポイント その2
み わ

『 見えないから分からない 』

あんぜんし たの

あぶないところを知って、安全に楽しもう！



保護者の皆様へ

北海道では、過去５年間で52名の方が遊泳中に事故に遭っており、

その半数以上が２０歳未満の子供です。
海には「沖へ向かう流れ（離岸流）」や「深み」など、 目に見えない危
険 があります。海水浴などで海辺へ一緒に行く場合は お子様から
目を離さないようにお願いします。

海で安全に楽しむために

※着色された海水が沖へ向かう状況

● 遊泳は、開設された海水浴場を利用しましょう ●
開設された海水浴場とは、自治体等により管理運営されている海水浴場

・ライフセーバーや監視員がいる

万が一の時にはすぐ救助が来る
・水上オートバイやボートなどは規制されていて入ってこない

船舶との接触は大怪我の危険
・定期的なゴミ拾いや水質検査により、安全に利用できます

一番大事なのは、風や波が強いとき、体調が悪いときは海に入らないこと!!

海岸

海水浴場の開設情報は、北海道庁ホームページにて公開されています。

遊泳中の事故割合
（北海道内、年代別）

沖

遊泳中の事故割合
（北海道内、場所別）

●海の安全情報はこちら

海上保安庁ウォーターセーフティガイド
海水浴場情報

●海水浴場一覧はこちら

危機対策課・スポーツ振興課

離岸流（りがんりゅう）

第一管区海上保安本部 ・北海道


